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「環境により刻まれるエピゲノム変化」

エピゲノムは、体細胞では安定に維持される一方、発生・分化・リプログラミングに伴い系
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統的に変化する。更に、加齢・特定の環境要因への曝露により非系統的な変化が誘発され、
がんなどの疾患発症の原因となる。我々は、ピロリ菌感染者の胃粘膜や喫煙者の食道粘膜
にはDNAメチル化異常が高度に蓄積していること、また、その蓄積量が発がんリスクと相関
することを示した。即ち、これらのがんでは、一見正常な粘膜に既にエピゲノム異常が蓄積
しており、発がんの素地が形成されている。環境要因によるDNAメチル化異常は特定の遺
伝子に誘発され、その特異性はH3K27me3修飾の存在やRNA合成酵素の結合等により決
定されている 胃の場合 ピロリ菌自体よりもその感染の結果誘発された慢性炎症が DNA定されている。胃の場合、ピロリ菌自体よりもその感染の結果誘発された慢性炎症が、DNA
メチル化異常の誘発に重要である。我々の体にはこれまで人生での各種の環境要因への
曝露を反映したエピゲノム変化が刻まれており、疾患発症の素地が大なり小なり形成されて
いる。
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本セミナーは医学履修課程特別セミナー等を兼ねています。受講学生は履修簿を持参し、
セミナー修了後にサインを受けること。聴講は自由大歓迎です。学部生の皆さんもぜひどうぞ。
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